
　沖縄県の環境　沖縄県の環境
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アジア主要都市がアジア主要都市が44時間圏内にあり、「アジアの入り口」と呼ばれる時間圏内にあり、「アジアの入り口」と呼ばれる

資料）　沖縄県
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成田、関空に次ぐ全国成田、関空に次ぐ全国33位の取扱量位の取扱量

資料）沖縄地区税関那覇空港税関支署

1,060 863 935

21,584

148,164

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

（単位：トン）
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年齢別人口の推移 (全国)

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

1972 74 76 78 1980 82 84 86 88 1990 92 94 96 98 2000 02 04 06 08

（出所） 総務省統計局

（注）上記データは各年10月1日現在

（単位：千人）

0～14歳 15～64歳 65歳以上

1億733万人

（1972年）

(年)

1億2,751万人

（2009年）

6

15～64歳の
労働人口が減少



7

年齢別人口の推移 (沖縄県)
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（出所） 総務省統計局

（注）上記データは各年10月1日現在

（単位：千人）

0～14歳 15～64歳 65歳以上

97万人

（1972年）

(年)

138万人

（2009年）

全国のように
15～64歳の労働人口

は減少していない

２００９年は復帰時と比べると４２．５％の増加２００９年は復帰時と比べると４２．５％の増加

労働人口（１５～６４歳）の割合が全国と比較して高い労働人口（１５～６４歳）の割合が全国と比較して高い
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全国的な減少傾向の中、２０２５年まで増加するのは沖縄県のみ全国的な減少傾向の中、２０２５年まで増加するのは沖縄県のみ
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将来推計人口の増減率 (2005-2030年)

(出所) 「日本の都道府県別将来推計人口 (平成19年5月推計)」　国立社会保障・人口問題研究所

(％)
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世帯数も全国的に減少傾向の中、２０２５年まで増加見込み世帯数も全国的に減少傾向の中、２０２５年まで増加見込み
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(出所) 「日本の世帯数の将来推計（都道府県別） (平成17年8月推計)」　国立社会保障・人口問題研究所

(％)
将来推計世帯数の増減率（2005年－2025年）



10

２０１０年度の入域観光客数は５７１万人と復帰時の１０倍２０１０年度の入域観光客数は５７１万人と復帰時の１０倍

入域観光客数と観光収入の推移
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9.11テロ事件

（2001年）

海洋博覧会

（1975年）

1972年度(S47)

入域観光客数56万人

2010年度(H22)

入域観光客数571万人

バブル崩壊

円高による海外との競合

航空運賃自由化

旅行商品低価格化

沖縄サミット開催

（2000年）

(出所) 沖縄県「観光要覧」




